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源
信
和
尚
の
仏
土
観
は
旧
来
一
般
に
は
往
生
要
集
に
よ
っ
て
い
る
。

而
し
て
私
共
真
宗
者
に
あ
っ
て
は
法
然
上
人
の
広
・
略
・
要
の
三

例
を
指
南
と
し
、
或
は
宗
祖
の
報
化
弁
立
に
導
か
れ
て
其
の
浄
土
観
を
見
る
よ
う
に
教
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
、

斯
か
る
元
担
、
高
祖

の
卓
越
し
た
指
南
は
雨
後
の
往
生
要
集
観
、

ひ
い
て
は
和
尚
の
浄
土
観
を
伺
う
可
き
尊
い
方
向
づ
け
を
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
併
し

和
尚
に
は
数
多
き
著
作
が
あ
り
、
其
の
全
体
系
中
に
於
て
浄
土
観
を
捉
え
ね
ば
な
ら
ぬ
よ
う
に
も
考
え
る
の
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
要

集
は
源
信
（
九
四
O

一
O
一
七
）
が
四
十
三
か
ら
凹
十
四
歳
に
か
け
て
の
壮
年
期
の
作
で
あ
る
が
其
の
老
年
期
に
は
長
和
三
年
（
一

O
一四）

①
 

七
十
三
歳
の
時
に
「
弥
陀
陀
経
略
記
」
や
「
正
修
観
記
」
が
あ
っ
て
是
等
に
は
「
西
方
の
化
主
は
是
れ
一
応
化
な
り
」
と
か
「
我
等
が
欣

＠
 

ぷ
所
の
依
正
は
四
土
不
二
の
同
居
の
極
楽
三
身
相
即
の
劣
応
の
弥
陀
な
り
し
と
か
が
あ
る
。
又
、
観
心
略
要
集
は
、
「
強
固
の
載
の
夏
五

月
序
お
と
あ
る
の
み
で
製
作
の
年
時
は
定
か
で
な
い
が
、
丁
の
年
は
永
延
元
年
四
十
六
歳
、
或
は
寛
弘
四
年
六
十
六
歳
時
と
な
り
、

何

れ
に
し
て
も
往
生
要
集
の
著
の
後
と
な
る
。

此
の
観
心
略
要
集
の
第
四
、

弁
一
一
空
仮
中
一
蕩
レ
執
の
項
に
は
、

「
己
心
に
仏
身
を
見
、
己
心

源
信
和
尚
の
仏
土
観

八
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信
和
尚
の
仏
土
観
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四

に
浄
土
を
見
初
」
と
の
説
も
あ
り
、
和
尚
が
彼
土
往
生
を
否
定
さ
れ
て
い
る
如
き
に
す
ら
も
思
は
れ
、

そ
の
願
生
心
の
在
り
方
更
ら
に
は

和
尚
が
欣
求
さ
れ
た
る
弥
陀
浄
土
を
ば
如
何
に
判
ず
べ
き
か
、
其
の
真
を
尋
ね
に
い
。

先
づ
源
信
の
浄
土
観
を
伺
う
の
に
往
生
要
集
の
巻
頭
に
「
天
台
首
拐
厳
院
沙
門
撰
」
と
署
名
す
る
は
、

天
台
教
学
を
宗
と
し
て
往
生
極

楽
の
教
行
を
目
足
と
す
る
者
で
あ
っ
て
、

法
然
の
如
く
天
台
教
学
を
廃
し
て
念
仏
往
生
の
行
を
修
す
の
で
な
い
事
を
知
る
可
き
で
あ
る
。

か
く
二
者
の
教
学
の
宗
と
す
る
所
は
異
と
す
る
の
で
あ
る
。
是
れ
を
弁
別
せ
ず
し
て
源
信
の
浄
土
観
を
摸
索
せ
ん
と
す
れ
ば
其
の
真
を
得

な
い
も
の
が
あ
る
の
で
な
い
か
。

教
祖
天
台
大
師
は
維
摩
経
略
疏
に
浄
土
ぞ
釈
し
て
是
れ
を
四
土
に
区
分
し
て
、
凡
聖
同
居
土
、
方
便
有
余
土
、
実
報
無
障
碍
士
、
常
寂

⑤
 

光
土
と
し
、
弥
陀
の
西
方
極
楽
浄
土
を
ば
凡
聖
同
居
土
な
り
と
判
じ
、
品
川
二
相
の
勝
応
身
が
応
現
す
る
も
依
然
凡
夫
が
同
居
す
る
土
で
あ

る
と
説
き
、
仏
の
み
の
所
居
の
土
は
常
寂
光
土
な
り
と
説
く
、
其
の
土
の
界
相
を
釈
し
て

「
妙
覚
極
智
所
照
如
々
法
界
之
理
、
之
を
名
づ
け
て
固
と
為
す
、
但
大
乗
法
性
即
ち
是
れ
真
の
寂
智
の
性
、

＠
 

か
ら
ず
L

二
乗
偏
真
之
理
に
同
じ

と
説
い
て
い
る
。
故
に
浄
土
と
言
う
も
有
相
の
境
を
指
す
の
で
な
く
、
妙
覚
極
智
所
照
の
法
界
の
理
境
で
あ
る
。

而
し
て
其
の
法
界
の
如

々
の
理
を
ば
三
諦
円
融
の
実
相
と
し
て
天
台
宗
に
於
て
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

観
心
略
要
集
、
第
一
二
、
歎
－
一
極
楽
依
正
功
徳
一
の
項
に
、
今
期
す
る
極
楽
の
依
正
は
と
て
、

源
信
が
究
寛
せ
ん
と
所
期
す
る
浄
土
の
依
正

を
表
詮
し
て
、
天
親
の
浄
土
論
巻
引
き
「
観
彼
世
界
相
、
勝
過
三
界
道
、
究
寛
如
虚
空
、
広
大
無
辺
際
」
と
、

そ
の
有
量
相
な
き
無
辺
際
の
真

土
に
る
巻
言
い
、
次
で
其
の
体
性
ぞ
吏
ら
に
浄
土
論
の
触
功
徳
の
文
を
引
き
、
「
宝
性
功
徳
草
、
柔
較
左
右
旋
、

触
者
生
勝
楽
」
と
言
っ
て



大
乗
善
根
の
境
に
し
て
無
苦
無
悩
の
耐
に
し
て
、
二
乗
偏
真
の
理
に
勝
過
し
て
大
乗
無
上
の
妙
界
に
其
の
根
の
触
れ
得
た
る
境
で
あ
る
こ

と
在
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
其
の
土
の
内
容
を
ば
瑠
池
の
浪
の
声
に
は
一
実
中
道
の
教
が
演
べ
ら
れ
、
棋
樹
の
風
の
響
に
は
三
諦
即
是

⑦
 

の
法
を
説
き
、
或
は
壊
絡
真
樹
の
色
に
は
法
界
円
融
の
色
を
現
鳴
す
る
と
説
い
て
い
る
。
仰
っ
て
所
期
と
す
る
極
楽
依
正
と
は
三
諦
円
融
の

法
界
の
妙
覚
を
開
会
し
て
、
其
の
根
真
に
触
れ
得
た
る
如
々
の
境
で
あ
り
、
即
ち
常
寂
光
土
の
風
光
を
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
而
し
て

此
の
土
は
品
川
二
相
の
弥
陀
の
応
化
身
で
な
く
観
経
真
身
観
に
見
る
八
万
四
千
の
相
好
身
の
応
現
を
観
じ
、

そ
の
白
事
相
の
光
明
に
よ
り
中

道
第
一
義
を
覚
せ
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
此
の
土
に
は
純
菩
薩
の
み
あ
っ
て
弥
陀
は
此
の
菩
薩
の
会
中
に
あ
り
て
、
常
に
正

法
を
演
説
し
て
い
る
と
な
す
。
即
ち
法
華
経
に
説
く
円
教
の
諦
理
が
常
恒
に
開
演
さ
れ
聞
受
さ
れ
て
い
る
妙
境
で
あ
る
。

此
の
よ
う
に
観
心
略
要
集
に
は
仏
界
を
ば
三
諦
即
是
の
常
寂
光
土
と
し
、
弥
陀
も
八
万
四
千
の
好
相
ぞ
現
じ
て
、

白
宅
光
は
中
道
実
相

の
諦
理
奇
照
す
一
如
界
で
あ
る
。
弥
陀
の
西
方
浄
土
は
未
ピ
仏
と
衆
生
と
の
対
々
の
境
に
し
て
品
川
二
相
の
応
現
化
身
土
と
な
す
。

そ
れ
で

は
天
台
が
説
く
三
諦
円
融
の
諸
法
実
相
の
妙
有
の
境
と
は
如
何
よ
う
な
る
理
を
説
く
の
か
。

三
一
諦
と
は
天
台
宗
義
の
第
一
祖
と
し
て
い
る
龍
樹
著
、
中
論
巻
四
、
観
四
諦
口
問
第
十
八
億
。

衆
因
維
生
法
、
我
説
即
是
無
、
亦
為
ニ
是
仮
名
「
亦
是
中
道
義

天
台
大
師
は
此
の
備
を
ば
空
仮
中
の
三
諦
相
即
の
諸
法
実
相
の
理
の
説
か
れ
て
い
る
も
の
と
釈
解
す
、

い
い
併
し
中
村
元
博
士
は
著
「
東
洋
人
の
思
惟
方
法
」
に
此
の
釈
意
を
難
じ
、

以
来
三
諦
偽
と
呼
び
慣
ら
し
て

シ
ナ
語
の
指
示
代
名
詞
に
・
性
数
・
格
が
な
い
為
に
「
是
」

の
さ
す
語
を
と
り
ち
が
え
て
中
論
の
原
意
と
別
な
る
意
と
な
し
て
い
る
、
原
文
の
意
は
、

「
縁
起
な
る
も
の
を
、

わ
れ
は
空
な
り
と
説
く
、

そ
れ
は
仮
名
に
し
て

龍
樹
は
縁
起
・
空
・
仮
名
・
中
道
の
四
つ
の
概
念
が
同
一
趣
意
の
も
の
で
あ
り
、

＠
 

の
四
語
は
同
義
の
語
で
あ
る
乙
と
を
「
是
」
の
字
が
指
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

そ
れ
は
即
ち
中
道
な
り
し
。

こ

周
知
の
如
く
曇
驚
は
此
の
中
論
偽
の
空
仮
の
理
を
基
い
に
し
て
浄
土
論
の
願
生
の
生
の
義
ぞ
註
し
て
い
る
。
衆
生
の
虚
偽
不
実
と
仏
の

源
信
和
尚
の
仏
土
観

八
五
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⑮
 

真
実
功
徳
の
在
り
方
を
言
い
、
仏
の
真
実
功
徳
と
は
衆
生
の
不
実
功
徳
巻
摂
し
て
畢
克
浄
に
入
ら
し
む
る
に
あ
る
と
説
き

そ
れ
を
空
無

自
性
縁
起
の
理
に
基
づ
い
て
論
証
し
て
い
る

Q

願
生
と
は
因
縁
義
の
故
に
仮
名
生
で
あ
り
、
衆
生
の
実
有
と
す
る
妄
見
を
以
て
仮
名
人
と

言
い
、
仮
の
虚
妄
が
仏
の
功
徳
に
よ
っ
て
空
せ
ら
れ
否
定
さ
れ
て
仮
名
即
ち
空
無
自
性
の
諦
理
に
順
じ
て
一
如
に
同
乗
し
て
得
生
す
る
の

で
あ
る
と
、
仮
の
意
味
を
二
重
に
釈
し
て
、
初
の
衆
生
の
仮
虚
妄
性
を
否
定
し
、

後
の
仮
無
自
性
を
肯
定
し
て
願
生
の
義
の
真
実
を
論
じ

て
い
る
。

然
る
に
天
台
大
師
は
此
の
三
諦
偽
を
実
相
論
の
証
と
な
す
の
で
、
他
師
と
そ
の
釈
意
を
異
に
す
る
の
で
あ
る
。

智
頭
の
コ
一
諦
備
の
釈
に
於
て
最
も
特
異
な
る
は
、
仮
に
対
す
る
概
念
規
定
で
あ
る
。
摩
詞
止
観
、
巻
五
下
に
、

＠
 

れ
を
名
づ
け
て
仮
と
な
す
の
み
」
と
説
く
、
衆
因
縁
生
法
の
仮
な
る
を
実
有
と
な
し
、
虚
妄
顛
倒
を
仮
な
り
と
否
定
せ
ず
、
仮
有
と
し
て

「
仮
と
は
虚
妄
顛
倒
乙

肯
定
し
て
其
の
真
実
在
と
し
て
の
意
義
を
示
す
、
即
ち
空
に
即
す
る
実
相
な
り
と
説
く
の
で
あ
る
。
虚
妄
顛
倒
の
仮
の
在
り
方
を
釈
し
て
、

「
又
一
一
の
仮
の
中
に
於
て
復
三
仮
あ
り
、
謂
く
、
因
成
仮
・
相
続
仮
・
相
対
仮
な
り
、
法
塵
、

一A

念
の
心
起
る

⑫
 

余
の
無
に
対
し
て
此
心
有
り
と
知
る
は
相
対
仮
な
り
」
と
あ

意
根
に
対
し
て
生
ず
、

は
即
ち
因
成
仮
な
り
、
前
念
後
念
次
第
に
断
ぜ
ぎ
る
は
即
ち
相
続
仮
な
り
、

る
。
此
土
に
於
け
る
衆
生
界
の
念
々
生
起
の
有
心
を
仮
と
な
し
、
虚
妄
顛
倒
の
存
在
の
在
り
方
を
真
実
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
物

の
存
在
の
当
処
が
其
の
存
在
の
ま
ま
に
於
て
諦
か
に
覚
知
さ
れ
ぬ
ま
ま
に
虚
妄
願
倒
の
妄
相
な
る
在
る
ぶ
り
に
よ
っ
て
対
立
的
に
存
在
し

て
い
る
こ
と
を
知
ら
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
併
し
如
何
に
斯
か
る
千
差
の
差
別
相
の
ま
ま
に
あ
ろ
う
と
も
、

其
存
在
に
あ
っ
て
は
色
心
等

し
く
一
色
一
香
無
非
中
道
を
説
き
、
三
諦
相
即
円
融
の
理
具
に
於
て
平
等
な
る
こ
と
を
説
く
の
で
あ
る
。

斯
か
る
法
界
実
相
論
を
天
台
宗
に
あ
っ
て
説
か
れ
る
の
は
、
法
華
経
方
便
品
に
、

「
諸
仏
両
足
尊
、
法
常
無
性
、
仏
種
従
レ
縁
起
、
是
故
説
二
乗
「
是
法
住
一
一
法
位
「
世
間
相
常
住
、
」

と
の
経
説
に
基
づ
き
実
相
論
の
成
立
根
拠
と
な
す
、
世
間
仮
有
の
当
体
の
ま
ま
に
常
住
真
実
巻
語
り
、

一
虚
の
染
法
も
そ
の
存
在
の
理
に



⑬
 

一
二
諦
円
融
を
観
じ
て
、
縁
に
従
っ
て
仏
種
の
一
乗
閉
会
し
て
法
位
に
即
す
る
こ
と
証
せ
ん
と
な
す
の
で
あ
る
。
往
生
要
集
、
作
願
門
に
あ

つ
て
は
「
諸
法
実
相
を
得
れ
ど
も
大
悲
を
妨
げ
ず
、
か
く
の
如
、
き
方
便
を
生
ず
る
、
こ
の
時
、

す
る
こ
と
を
得
伊
と
、
諸
法
実
相
の
理
具
に
、
い
よ
い
よ
弥
陀
大
悲
を
知
り
願
生
道
に
於
て
念
仏
す
る
時
に
法
位
に
住
す
る
こ
と
を
説

便
ち
菩
薩
法
位
に
入
り
て
阿
朝
政
致
に
住

い
て
い
る
。
但
し
天
台
大
師
は
摩
詞
止
観
巻
六
上
に
は
、

七
仮
の
因
縁
を
説
、
き
「
能
く
世
聞
に
入
る
に
生
死
煩
悩
と
雄
も
知
恵
を
損
ず
る

乙
と
能
は
ず
、
遮
障
留
難
弥
化
道
を
助
く
L

と
て
、
慈
悲
・
誓
一
願
・
智
恵
・
善
巧
方
便
・
大
精
進
の
五
因
縁
に
よ
っ
て
、

此
土
に
於
て
の

仏
種
の
長
養
開
翠
が
勧
進
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
、
台
宗
に
於
け
る
三
諦
偏
に
於
け
る
仮
有
の
妄
想
顛
倒
を
否
せ
ず
実
有
と
し
て

の
仏
種
開
会
の
あ
り
方
を
伺
っ
た
の
で
あ
る
。

翻
っ
て
、
観
心
略
要
集
、
第
四
、
弁
一
一
空
仮
中
一
蕩
レ
執
の
項
に
「
己
心
に
仏
身
を
見
、
己
心
に
浄
土
を
見
る
」
の
説
を
見
て
、
和
尚
の
弥

陀
西
方
浄
土
に
対
す
る
願
生
心
の
在
り
方
に
何
か
の
疑
義
を
抱
く
は
全
く
和
尚
の
信
相
に
対
し
理
れ
の
な
き
こ
と
で
あ
る
。

観
心
略
要
集

に
説
か
れ
て
い
る
三
諦
円
融
の
理
観
念
仏
の
裏
に
、

い
よ
い
よ
厭
離
械
土
、

欣
求
浄
土
の
意
楽
を
新
に
し
て
願
生
道
に
帰
せ
し
め
て
い
る

こ
と
を
知
る
可
き
で
あ
る
。
己
心
に
仏
身
・
仏
土
を
見
る
と
は
、
先
き
に
述
べ
し
如
く
、

諦
円
融
の
実
相
の
理
に
よ
っ
て
仮
有
の
己
心

の
染
法
の
ま
ま
に
仏
界
と
相
即
融
通
な
る
事
を
知
ら
し
め
、
是
れ
を
諦
観
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
観
心
略
要
集
に
は
そ
れ

仮
に
二
ゐ
り
、

一
に
は
且
暮
徒
ら
に
空
し
く
積
土
に
執
じ
て
一
期
を
終
え
る
。
二
に
は
此
土
の
仮
有
を
知
る
、

仮
諦
即
ち
法
界
に
し
て
一

法
は
定
ん
で
一
法
な
ら
ず
、

一
塵
法
界
と
観
ず
る
に
我
が
心
に
分
斉
な
け
ね
ば
三
千
融
通
し
て
心
念
朗
ら
か
に
達
す
。

と
述
べ
る
。
法
界

の
実
相
の
仮
有
の
在
り
方
に
よ
っ
て
即
ち
三
諦
相
即
円
融
の
観
照
を
な
す
の
で
あ
る
、

此
所
に
一
法
も
孤
な
ら
ず
一
念
の
己
心
に
も
コ
一
千

融
通
な
る
乙
と
を
覚
し
て
如
々
の
仏
界
に
一
乗
開
会
す
る
ζ

と
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

源
信
和
尚
の
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土
観
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但
、
法
華
玄
義
一
ノ
下
に
「
一
切
の
諸
法
は
皆
妙
な
ら
ざ
る
な
し
、

一
色
一
香
も
中
道
に
非
ざ
る
な
し
、
衆
生
の
情
に
よ
っ
て
妙
を
隔

つ
の
み
」
と
も
或
は
「
法
は
も
と
妙
に
し
て
隔
つ
は
物
情
に
あ
り
し
と
嘆
ぜ
ら
れ
る
如
く
、
三
諦
円
融
の
法
爾
の
理
具
に
逆
し
て
、

衆
生

情
念
の
起
る
所
、
必
ず
一
界
に
隔
て
ら
れ
地
獄
よ
り
仏
界
に
別
す
る
十
界
の
彰
顕
を
見
て
、

然
か
も
十
界
の
互
具
互
融
を
見
、
す
断
絶
の
ま

ま
に
沈
論
す
る
の
で
あ
る
。

⑮
 

源
信
は
略
要
に
於
て
つ
我
書
浄
を
隔
て
て
、
械
を
見
、
妄
想
に
封
ぜ
ら
れ
て
一
に
於
て
異
を
見
る
」
と
悲
嘆
す
る
の
で
あ
る
。

己
心
に

仏
身
奇
見
、
浄
土
を
見
る
べ
き
体
法
無
作
の
妙
有
の
存
在
に
あ
り
乍
ら
、

却
っ
て
浄
を
見
ず
械
を
見
る
の
み
で
あ
る
事
を
知
ら
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

以
上
の
釈
に
よ
り
、

理
観
念
仏
と
は
三
諦
円
融
の
実
相
観
に
於
て
己
心
に
仏
身
・
仏
土
に
即
す
る
妙
有
を
体
し
な
が
ら
、

理
即
・
名
字

即
の
分
済
に
滞
り
却
っ
て
恒
時
に
浄
を
見
ず
し
て
械
を
見
る
理
を
観
ず
る
こ
と
を
説
く
も
の
で
な
い
か
、

此
所
に
し
て
、
西
方
弥
陀
浄
土

へ
の
欣
求
は
自
然
な
る
を
見
る
の
で
あ
ろ
う
。
但
、
観
心
略
要
集
に
あ
っ
て
は
理
観
念
仏
を
説
く
も
の
故
に
浄
土
も
理
に
よ
っ
て
願
求
さ

滞れ
せて
んい
や⑪る
にの

で
あ
っ
て

「
極
楽
は
空
観
の
境
に
非
、
ざ
る
に
似
た
り
、
然
り
と
睡
も
既
に
亡
損
三
千
と
云
う
。
何
ぞ
忽
に
弥
陀
の
依
正
に

と
説
か
れ
る
。

浄
土
へ
の
欣
求
は
仮
有
の
境
に
し
て
空
観
の
境
に
非
ず
と
す
る
が

一
念
三
一
千
の
実
相
観
に
於
て
す
ら
も

や
が
て
一
即
一
切
と
亡
損
す
る
も
の
で
あ
る
。
弥
陀
の
依
正
と
て
も
廿
九
種
の
妙
相
に
、
水
く
停
滞
す
る
も
の
で
な
く
、
や

⑬
 

が
て
浄
機
は
亡
視
し
て
「
寂
静
但
名
あ
り
」
と
す
る
。
斯
く
し
て
如
々
法
界
の
理
に
一
乗
開
会
す
る
の
で
あ
っ
て
仮
有
の
仮
有
た
る
所
以

三
千
諸
法
は
、

が
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
斯
の
よ
う
に
観
心
略
要
集
の
浄
土
は
空
仮
中
コ
一
諦
円
融
の
理
に
於
け
る
浄
土
で
あ
り
。
是
れ
に

対
し
て
往
生
要
集
に
説
く
浄
土
は
三
諦
相
即
円
融
の
理
に
於
て
の
仮
有
の
浄
土
で
あ
り
、
事
相
の
浄
土
で
あ
る
。
要
集
、
臨
終
行
儀
の
臨

終
勧
念
に
も
、
法
性
は
平
等
な
れ
ど
も
仮
有
を
離
れ
ず
と
て
、
大
無
量
寿
経
下
、
往
蹴
偏
を
引
き
、
通
達
諸
法
性
一
切
空
無
我
専
求
浄
土

必
成
如
是
利
と
、
空
性
の
ま
ま
に
有
な
る
浄
土
の
求
念
の
用
ぞ
説
き
、

願
心
有
相
の
浄
土
乙
そ
虚
妄
心
に
離
れ
ぬ
仏
願
心
の
事
相
た
る
を



明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
斯
の
よ
う
に
有
相
、

限
量
の
浄
土
と
す
る
故
に
弥
陀
浄
土
を
ば
そ
の
報
化
を
如
何
が
厳
し
く
論
ぜ
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

四

往
生
要
集
、
大
文
第
十
、
問
答
料
簡
の
第
一
極
楽
依
正
に
於
て
弥
陀
身
士
の
報
化
論
を
見
る
が
、
第
一
問
答
に
先
づ
、

天
台
大
師
の
応

身
仏
同
居
土
、
浄
影
の
応
身
応
土
、
道
紳
の
報
仏
報
土
の
説
を
挙
げ
、
古
旧
等
、

相
伝
え
て
皆
化
土
化
身
と
云
う
は
大
失
と
為
す
と
言
う
。

市
し
て
大
乗
同
性
経
を
証
文
と
し
て
浄
土
中
の
成
仏
た
る
阿
弥
陀
如
来
は
報
身
仏
で
あ
る
と
断
じ
是
れ
を
明
確
に
し
て
い
る
が
、

そ
の
土

に
得
生
の
機
に
対
す
る
三
師
の
説
に
対
し
て
は
何
の
批
判
も
せ
ず
、

そ
の
取
捨
を
示
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

斯
か
る
源
信
の
態
度
を
以

て
、
身
天
台
の
沙
門
に
る
を
以
て
、
其
の
立
場
上
の
故
に
と
す
る
見
解
は
如
何
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
先
き
に
も
述
べ
た
如
く
、
源
信
は
七

十
三
歳
の
晩
年
に
あ
っ
て
「
阿
弥
経
略
記
L

や
「
正
修
観
記
し
に

「
西
方
の
化
主
は
是
れ
一
応
化
な
り
し
と
か

「
我
等
が
欣
ぶ
所
の
依

正
は
四
土
不
二
同
居
の
極
楽
三
身
相
即
の
劣
応
の
弥
陀
な
り
」
と
明
ら
か
に
吐
露
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

然
し
斯
か
る
願
信
の
弥
陀
浄
土
に
対
す
る
讃
仰
の
在
り
方
に
こ
そ
三
諦
円
融
の
実
相
観
の
教
学
を
基
底
に
し
て
の
特
異
な
る
所
が
あ
る

の
で
あ
り
、
頑
魯
の
身
に
応
同
し
て
の
四
十
八
願
心
を
敬
慕
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

仏
界
に
は
常
寂
光
土
も
西
方
浄
土
に
も
体
徳
に
異
り

は
な
く
其
れ
は
一
な
る
も
の
で
あ
る
。

個
々
の
対
々
の
差
別
を
超
え
た
る
三
諦
円
融
の
如
々
智
の
所
照
の
土
で
あ
る
と
な
す
。
観
心
略
要
集
の
極
楽
依
正
功
徳
に
も
往
生
要
集

大
文
第
二
欣
求
浄
土
の
第
四
、

五
妙
境
界
楽
に
あ
っ
て
も
、
等
し
く
世
親
浄
土
論
の
文
毎
引
き
、

「
観
彼
世
界
相
、
勝
過
三
界
道
、

究
克

如
虚
空
、
広
大
無
辺
際
」
と
て
三
界
有
相
を
超
え
た
る
限
量
な
く
、
停
滞
す
る
こ
と
な
き
究
克
如
虚
空
の
土
た
る
を
明
か
し
て
い
る
。
但
、

西
方
浄
土
は
有
相
な
き
ま
ま
に
有
相
を
見
る
は
、

四
十
八
願
荘
厳
の
相
で
あ
り
、

一
切
万
物
窮
美
極
妙
に
し
て
見
る
所
浄
妙
色
で
あ
り
、

源
信
和
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の
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聞
く
所
解
脱
の
声
な
ら
ゴ
る
な
き
と
絶
唱
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
是
れ
一
期
の
程
は
一
ニ
諦
円
融
の
如
界
に
開
会
せ
ず
し
て
妄
想
に
隔
て
ら

れ
て
浄
に
械
を
見
、

一
に
異
を
見
て
、
仮
有
の
業
繋
に
纏
縛
さ
れ
し
身
に
解
脱
の
喜
び
の
顕
色
と
、
妙
戸
を
聞
見
せ
し
め
ん
と
す
る
願
土

で
あ
る
。

故
に
観
心
略
要
集
に
は
浄
土
は
大
乗
善
根
界
に
即
し
得
に
る
土
と
一
示
し
、
要
集
の
西
方
浄
土
の
五
妙
境
界
楽
に
は

「
以
ニ
諸
妙

衣
ニ
遍
布
一
一
其
地
二
切
天
人
践
レ
之
而
行
」
と
大
無
量
寿
経
上
末
の
弥
陀
浄
土
の
正
報
の
果
徳
を
引
く
、
以
て
弥
陀
浄
土
の
仏
の
慈
悲
心
大

地
に
遍
布
し
て
生
ぜ
し
者
等
し
く
仏
の
悲
心
の
上
に
行
ず
る
白
づ
と
大
乗
善
根
界
に
一
如
に
り
得
る
事
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

併
し
、
斯
か
る
願
土
に
生
じ
得
て
も
、
其
の
報
土
た
る
を
感
見
し
て
如
々
の
境
に
開
会
す
る
の
期
は
亦
自
づ
と
別
す
る
の
で
あ
る
。
此

所
に
於
て
、
弥
陀
願
心
に
相
応
し
一
如
た
り
得
ぬ
虚
仮
の
自
覚
深
ま
る
所
、
更
に
弥
陀
願
心
の
深
き
を
知
り
其
の
我
身
に
対
す
る
化
益
を

欣
じ
て

「
西
方
の
化
主
は
是
れ
一
応
化
な
り
」
と
か
、
「
我
等
が
欣
ぶ
所
の
依
正
は
四
土
不
二
同
居
ぶ
極
楽
三
身
相
即
の
劣
応
の
弥
陀
な

り
」
と
か
の
述
懐
と
な
り
、
報
中
の
化
土
を
見
る
所
以
と
な
す
の
で
あ
る
。

往
生
要
集
、
大
文
第
十
問
答
料
筒
、
極
楽
依
正
の
第
五
問
答
に
迦
才
の
浄
土
論
を
引
い
て
、
「
衆
生
起
行
既
有
一
一
千
殊
一
往
生
見
レ
土
亦
有
一
一

万
別
一
也
、

若
作
一
一
此
解
一
者
諸
経
論
中
或
判
為
レ
報
、

或
判
為
レ
化
皆
無
一
一
妨
難
一
也
」
と
あ
る
を
、

此
の
釈
善
し
と
迦
才
の
浄
土
観
に
同
じ

て
い
る
が
、
報
化
の
別
は
往
生
者
の
機
の
別
で
あ
り
、
仏
土
の
報
化
は
其
の
機
に
対
応
し
て
応
現
す
る
こ
と
ぞ
斯
く
迦
才
が
論
じ
て
い
る

事
に
讃
意
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

往
生
要
集
、
大
文
第
二
欣
求
浄
土
の
第
二
蓮
華
初
開
楽
は
彼
土
の
初
聞
の
相
ぞ
説
い
て
い
る
。
浄
土
の
光
明
の
照
益
を
得
て
身
は
紫
磨

金
色
と
作
り
、
仏
の
光
明
を
得
て
清
浄
眼
ぞ
得
る
、
前
の
宿
習
に
因
り
衆
の
法
音
を
聞
く
と
、

全
く
彼
土
の
仏
身
・
仏
土
の
勝
益
に
よ
っ

て
の
果
報
な
る
を
述
べ
て
い
る
が
、
斯
か
る
勝
益
を
得
に
る
宿
習
の
因
を
ば
、

此
の
項
の
最
後
に
「
品
目
裟
婆
に
於
て
績
か
に
教
文
を
読
み

に
ら
ん
に
、
今
正
し
く
此
の
事
を
見
る
歓
喜
の
心
幾
ぞ
や
」
と
結
ん
で
い
る
。
経
証
は
多
く
観
経
に
依
る
と
あ
る
か
ら
、

教
文
を
観
経
と

も
見
ら
れ
よ
う
が
、
真
意
は
法
華
経
を
指
し
、
諸
法
実
相
一
乗
開
会
の
教
説
を
示
し
て
い
る
と
す
べ
き
で
あ
る
。
其
の
放
は
、
往
生
要
集
、



大
文
第
一
、

厭
離
積
土
、

第
七
総
結
厭
相
に
、

人
趣
の
受
け
難
く
、
仏
教
に
遇
い
難
く
、
更
に
信
の
生
ず
る
事
の
難
き
を
言
い

大
経

（
浬
繋
経
）
の
文
を
引
き
、
次
で

「
法
華
経
云
、
無
量
無
数
劫
間
一
一
此
法
一
亦
難
、
能
聴
一
一
是
法
一
者
此
人
亦
復
難
。
而
今
適
具
一
一
此
等
縁
一
当
レ

知
応
下
離
一
一
苦
海
一
往
中
生
浄
土
h

」
と
あ
る
。

法
華
経
に
説
く
、

世
間
相
常
住
、
実
相
妙
有
の
法
門
を
聞
く
者
に
し
て
浄
土
の
縁
聞
け
て
得

生
す
る
と
述
べ
て
い
る
。

斯
く
の
如
く
に
法
華
経
の
実
相
法
門
を
聞
信
す
る
者
に
し
て
始
め
て
浄
土
往
生
を
得
る
の
で
あ
る
と
説
く
は
何
故
に
よ
っ
て
で
あ
ろ
う
。

往
生
要
集
、
大
文
第
十
問
答
料
筒
、
第
二
往
生
階
位
の
十
一
問
答
に
、
懐
感
の
群
疑
論
に
よ
っ
て
阿
弥
陀
仏
国
に
生
ぜ
ん
と
す
る
者
皆

僻
慢
国
土
に
著
し
て
進
ん
で
阿
弥
陀
仏
国
に
生
ず
る
者
は
億
千
万
人
に
一
人
位
で
あ
る
と
の
処
胎
経
の
文
に
よ
り
問
っ
て
い
る
。
答
て
、

そ
れ
を
僻
慢
に
由
っ
て
執
心
不
牢
固
雑
修
の
者
は
執
心
不
牢
固
の
人
と
な
す
、
故
に
僻
慢
固
に
生
じ
て
阿
弥
陀
仏
国
に
進
み
得
な
い
の
で

あ
る
と
説
い
て
い
る
。
そ
れ
故
に
執
心
牢
固
の
者
は
専
修
に
し
て
報
土
に
往
生
す
る
と
説
く
。

一
般
に
執
心
の
牢
聞
の
意
を
如
実
の
念
仏

信
の
意
と
解
し
て
い
る
が
、
執
心
の
語
は
有
執
と
か
我
執
と
か
の
用
語
と
し
て
い
る
も
の
で
他
力
如
実
信
の
用
語
と
し
て
は
不
相
応
な
も

の
で
な
い
か
。

惟
う
に
悌
慢
国
土
に
停
る
は
三
諦
円
融
の
実
相
法
門
を
如
実
に
間
信
し
行
修
し
な
い
か
ら
で
な
い
か
、
観
心
略
要
集
の
初
め
に
、
心
地

観
経
巻
引
い
て

「
能
く
心
巻
観
す
る
者
は
究
寛
し
て
解
脱
す
、
観
ず
る
事
能
は
ざ
る
者
は
究
寛
し
て
沈
論
す
」
と
説
い
て
い
る
。

己
心

の
三
諦
円
融
の
実
相
を
覚
知
せ
ず
、
却
っ
て
空
に
著
し
、
有
に
著
す
こ
と
の
其
の
執
心
の
如
何
に
牢
固
な
る
を
観
知
す
る
事
な
く
し
て
は

弥
陀
報
土
の
極
妙
相
の
慈
悲
心
に
も
触
れ
得
ず
、
念
仏
専
修
に
り
得
な
い
の
で
あ
る
事
を
力
説
し
て
い
る
の
で
な
い
か
。

往
生
要
集
、
欣
求
浄
土
、
第
四
五
妙
境
界
楽
の
末
尾
に
浄
土
の
極
妙
相
を
説
き
、
諸
仏
浄
土
厳
浄
妙
事
は
皆
悉
く
此
中
に
摂
在
せ
り
と

説
、
喝
さ
、
其
の
功
徳
第
一
な
る
を
歎
じ
、
若
し
是
の
如
き
国
土
の
相
を
観
ず
る
者
は
無
量
億
劫
の
極
重
悪
業
を
除
き
命
終
の
後
必
ず
彼
国
に

生
ず
と
、
此
土
に
於
け
る
浄
土
観
想
の
功
徳
を
説
い
て
い
る
。
是
れ
観
経
宝
楼
観
に
出
で
依
報
観
想
の
功
徳
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る

源
信
和
尚
の
仏
土
観

九



源
信
和
尚
の
仏
土
観

が
、
極
重
悪
業
を
除
く
と
は
、
弥
陀
四
十
八
荘
厳
土
も
有
執
心
の
空
間
に
し
て
コ
一
諦
に
隔
歴
し
て
相
即
せ
ぬ
己
心
に
於
け
る
弥
陀
悲
心
に

九

よ
る
迎
接
相
な
る
事
を
知
ら
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

乙
乙
に
白
づ
と
僻
慢
国
土
を
出
で
如
実
に
報
土
に
得
生
す
る
の
で
あ
る
。

③⑦⑥⑤④③②① 註

恵
心
僧
都
全
集
第
一
、
四

O
O頁

前

同

五

一

六

頁

前

同

二

七

三

頁

前

同

二

八

八

頁

大
正
三
八
、
五
六
回
、
中

前
同

恵
心
僧
都
全
集
第
二
、
二
八
二
頁

天
台
性
具
思
想
論
安
藤
俊
雄
六
七
頁

宇
井
伯
寿
著
作
選
集
国
訳
中
論
一
二
八
頁

東
洋
人
の
思
惟
方
法
2
中
村
元
三
八
頁

＠ 

＠⑬⑬⑫⑮⑬⑭⑬⑫ ⑪⑩  

七
祖
聖
教
上
、
論
註
上
七
丁
右

国
訳
一
切
経
大
東
出
版
社
止
観

同
前

天
台
性
具
思
想
論
安
藤
俊
雄
二
一
t

貝

恵
心
僧
都
全
集
要
集
巻
上
之
末
二
一
頁

国
訳
一
切
経
止
観
二
二
六
頁

前

同

一

一

一

六

頁

前

同

二

九

O
頁

往
生
要
集
観
察
門
総
想
観

無
量
寿
経
諸
異
本
の
研
究
園
田
香
勲
一
二
四
頁

観
無
量
寿
経
疏
妙
宗
紗
概
論
安
藤
俊
雄
四
二
頁

一
九
二
頁


